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事業報告書 

（平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで） 

 

    

 

１．自然普及事業 

   自然環境の保全とその適正な利用にかかる調査研究、人材育成、普及啓発、顕彰、森林利活用の推進等の事業を行った。 

（１）調査研究事業 

     阿寒川水系の水と森林に関する調査（平成１６年度からの継続調査） 

     財団が管理する森林に関わる阿寒川水系における降雨量、河川水の水位、河川水の土砂濃度等を調査した。 

事 業 費                     ４８４，７６７円(予算額 ５００，０００円) 

         （調査：山形大学農学部 菊池俊一准教授） 

        事 業 概 要 

         現地調査    

日  程  平成２４年 ６月１１日  河川水自動採取装置２箇所設置 

（チクショベツ、キネタンベツ川調査区） 

               平成２４年 ６月～１１月 水の採取等の現地調査実施 
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（２）人材育成事業 

   １）一歩園自然セミナー事業 

      キノコは、我々人間にとって欠かせない食料という面だけでなく、分解者として他の菌類や微生物が分解できない硬

い樹木を分解する役割と共生者として樹木の成長を助ける役割を果たしている。また、キノコの生物資源量は植物に次

いで２番目に大きく、キノコは森の生態系の維持・保全に大きく寄与していることから、本セミナー「森林とキノコの

不思議な関係～多様性に富む阿寒のキノコ～」を北海道キノコの会と共催し、キノコを通して森林の生態系について考

察した。 

事 業 費                     １３３，６５７円（予算額 ５００，０００円） 

事 業 概 要 

         日  時  平成２４年１０月７日（日）   

現地観察（第一部）   ９時００分～１２時１０分 

室内講演（第二部）   １３時１０分～１５時４０分 

         会  場  現地観察（第一部）  湖北の森（財団管理山林 3115 林班～3117 林班） 

               室内講演（第二部）  阿寒湖まりむ館／多目的ホール 

         参 加 者  ９４名 

         講  師  相良 直彦（京都大学名誉教授） 

               西原 羊一（北海道キノコの会会長） 
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２）前田奨学金助成事業 

高等学校以上の就学能力がありながら、経済的理由により進学が困難な者に対し、広く高等教育を通して自然環境の 

保全などに関する知識の習得を促進するため、前年度に引き続き、釧路市前田奨学金に対して助成を行った。 

事 業 費                   １，０００，０００円（予算額 １，０００，０００円） 

（３）普及啓発事業 

１）観察会開催事業 

（ア）ネイチャーウォッチング 

北海道にはキタサンショウウオとエゾサンショウウオの２種類が生息、分布している。とりわけ、エゾサンショウ 

ウオは広く道内の森林帯の池、沼、湖などに生息し、繁殖環境としての水域と越冬環境としての森林が必要とされて 

いることから、本種の不思議な生態や生息環境である森林とその取り巻く環境を学び、感じるため、実体験型自然観 

察会「まるで小さな恐竜！？・・・～不思議いっぱい、エゾサンショウウオってどんな生きもの～」を開催した。 

事 業 費                     ３２７，１９５円（予算額 ３７５，０００円） 

事 業 概 要  

             日  時  平成２４年５月１２日（土）午後３時００分～午後５時３０分 

室内講義  阿寒湖温泉まりむ館 

現地観察  財団管理山林３０８９林班／１４号源泉付近 

参 加 者  ６８名（釧路市全域の小学４年生～小学６年生） 

講  師  佐藤孝則氏（天理大学おやさと研究所教授） 

      照井滋晴氏（NPO 法人環境把握推進ネットワーク-PEG-代表） 
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（イ） 森の楽校 

当財団管理山林内において北海道教育大学付属釧路小学校「自然環境教育プロジェクト」と連携し、同校小学 

２年～６年生を対象に森林、河川、野生動植物、水生生物、昆虫等を題材に自然体験プログラム（延べ１４回・参

加者４８７名）並びに、津別町教育委員会「アソビバつべつ！！」事業と連携した野生生物（エゾシカ問題）プロ

グラム（参加者１５名）を実施した。 

事 業 費                      ６０，５３３円（予算額 ２８５，０００円） 

 

２）前田一歩園財団自然環境保全活動助成事業 

北海道の自然環境の保全とその適正な利用に関する調査研究等の諸活動に対して助成を行うとともに、札幌市におい 

て平成２３年度の助成対象者により実施された事業についての報告会を（公財）秋山記念生命科学振興財団と合同で開 

催した。 

事 業 費                   ４，７４１，８５８円（予算額 ６，３２６，０００円） 

事 業 概 要 

        ○平成２４年度被助成者 

①北の川探検隊 

          助成内容: 北の川探検隊、助成額:３００千円（標津町） 

②ＮＰＯ法人 カラカネイトトンボを守る会 

          助成内容: 湿原・湿地域のトンボ、水質調査、助成額: ５００千円（札幌市） 
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③美幌町郷土史研究会 

助成内容: 水辺の自然環境理解に向けた教育普及書の作成事業、助成額:６６０千円（美幌町） 

④ＮＰＯ法人 もりねっと北海道 

           助成内容: 森遊びと学習テキスト「森っていいな」制作事業、助成額:４００千円（旭川市） 

⑤ＮＰＯ法人ＮＡＴＵＲＳ 

助成内容:「サケの秘密探検隊」小冊子発行事業、助成額:２３０千円（函館市） 

⑥くしろ森と緑の会 

  助成内容: 「釧路の森を歩く」体験事業、助成額: ４００千円（釧路市） 

⑦ゼニガタアザラシ研究グループ 

助成内容:ゼニガタアザラシ研究グループ３０周年記念 

シンポジュウムの開催と記念誌の発行、助成額: ３５０千円（帯広市） 

⑧北海道自然史研究会 

  助成内容: 「大雪山昆虫誌」の編集・発行と 

昆虫データのデータベース化・公開、助成額: ８６０千円（札幌市） 

                                        ※ 助成総額 ３，７００，０００円 

        ○審査経過 

         平成２４年１月２０日 募集広報 

         平成２４年４月１７日 審査委員会開催（応募件数：道内外からの団体・個人より計２５件） 
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○審査委員   松江  昭夫 氏（委員長） 

                吉井  雅彦 氏（環境省北海道地方環境事務所長） 

                三木   靖 氏（北海道環境生活部環境局自然環境課長） 

                鮫島  惇一郎氏（自然環境研究室主宰） 

                阿部   永 氏（元北海道大学農学部教授） 

 

３）森林利活用推進事業 

阿寒湖を訪れる多くの観光客や地域住民に自然との触れ合いを深めてもらうことにより、森林への愛着や財団の森づ 

くりへの理解をすすめるための「一歩園ふれあいの森」事業を委託し、当財団管理山林内において地元住民向けの森林 

散策会（秋２回、冬２回）、並びに親子向け、一般自然愛好家向け自然体験プログラム（２回）を開催した。 

また、「森の案内人」養成事業としてガイド向けガイドブック（森のガイドブック～森の働き）５００部の製作なら 

びに、ガイド向け研修会を実施した。 

加えて、スェーデン大使を阿寒湖温泉へ招待し交流事業を行うとともに、３０周年記念事業「森の学校（仮称）」構 

想検討のために専門委員会を立ち上げ３回の検討会を開催した。 

事 業 費                   ３，７７０，７９２円（予算額 ４，５９５，０００円） 

 （委託先：「一歩園ふれあいの森」事業 ＮＰＯ法人阿寒観光協会まちづくり推進機構） 
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（４）顕彰事業 

     前田一歩園賞事業 

北海道の自然環境の保全とその適正な利用に関する分野で活躍している団体・個人の優れた業績をたたえて前田一歩園 

賞及び副賞を贈呈するとともに、未来を担う子供（小中学生）たちの自然環境の保全活動への取組みの励みとなるよう一 

歩園ジュニア自然環境賞及び活動資金を贈呈した。 

    事 業 費                    ２，０００，６０６円（予算額 ２，１００，０００円） 

    事 業 概 要 

     ○前田一歩園賞顕彰者 

・旭川みどり２１の会（旭川市）旭川市推薦 

業績：旭川市周辺の樹木を中心とした調査活動をはじめ、広く市民に対し樹木、河川などに関する自然 

観察会を開催することで樹の文化を通して市民と緑をつなぐことに尽力。 

・尻別川の未来を考えるオビラメの会（ニセコ町）後志総合振興局推薦 

業績：尻別川においてイトウの生息調査、資源回復の取組をはじめ、世界で初めてイトウの地域個体群 

復元の成功などにより、同水系のみならず道内各地におけるイトウ保護の重要性の普及にも寄与。 

 

○一歩園ジュニア自然環境賞顕彰者 

・ビッキーズ （鷹栖町）旭川市推薦 

業績：国内外来生物アズマヒキガエルについて旭川周辺の生息地調査などに取組むかたわら、産卵生体 

 の捕獲や人為的な移動を防ぐための普及啓発用看板の制作、設置活動に取組む。 
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       ・帯広第八中学校自然観察少年団（帯広市）帯広市教育委員会推薦 

業績：水質汚濁が顕著なウツベツ川を水生生物の生息に適した河川に改善させるため河川清掃等の取組 

みをはじめ、大学と連携協力し大山緑地の自然環境の保全に取組む。  

  

○審査経過 

平成２４年 ５月 ６日 候補者推薦依頼（環境省、北海道、市町村、市町村教育委員会） 

平成２４年 ９月 ５日 審査委員会開催 

（推薦件数:前田一歩園賞１１件、一歩園ジュニア自然環境賞６件） 

       平成２４年１１月１８日 表彰式（出席者:４５名、当財団役職員含む。会場：ホテルポールスター札幌） 

 

○審査委員  松江  昭夫 氏（委員長） 

出江  俊夫 氏（環境省北海道地方環境事務所長） 

三木    靖  氏（北海道環境生活部環境局自然環境課長） 

鮫島  惇一郎氏（自然環境研究室主宰） 

阿部   永 氏（元北海道大学農学部教授） 
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（５）地域保全事業 

１）山火事予消防活動助成事業 

阿寒湖畔地区の森林を火災から守るため、森林愛護思想の普及啓発と山火事予消防活動への支援、装備の充実に必要 

な用具に対して助成を行った。 

        事 業 費（助成）                 ３００，０００円（予算額 ３００，０００円） 

  （助成先：阿寒湖畔森林愛護組合） 

 

２）エコミュージアムセンター活動助成事業 

      阿寒湖畔地区におけるエコミュージアムセンターの活動に対して助成を行った。 

 事 業 費（助成）                 ８００，０００円（予算額 ８００，０００円） 

（助成先：阿寒湖畔エコミュージアムセンター運営推進協議会） 

 

（６）前田記念館管理事業 

    前田記念館および庭園の整備と保守管理を行うとともに、建物の老朽化に伴う一部修繕工事を行った。 

        事 業 費                   ３，７５０，０００円（予算額 ４，７００，０００円） 
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２．森林保全事業 

   基本財産である山林は、全域が国立公園特別地域、水源かん養等保安林及び鳥獣保護区に指定されており、公益的機能の維 

持・向上が強く求められている。このため、森林を適正に保全し、風致景観や野生鳥獣生息環境などの、森林のもつ多面的な

機能を維持・向上するため、平成２４年度においても引き続き保全管理・人工林保育・天然生林改良等を実施した。 

 

（１）保全管理事業 

   １）巡視事業 

山火事予防、入林者の危険防止、立木の盗伐防止及び自然保護思想の普及等を図るため、林内の巡視人や、林道入口

     に監視人を配置するとともに、阿寒湖畔沿いにある道有地の自然環境の保全及び活用にかかる北海道の「公有財産管理

     委託業務」を受託し、当該土地及び立木の管理に関する業務を実施した。 

事 業 費                   ２，３６４，８００円（予算額 ２，３７３，０００円） 

         （請負等先：阿寒湖畔森林愛護組合、(有)前田一歩園林業） 

 

   ２）エゾシカ食害対策事業 

北海道の発表によると平成２３年度のエゾシカ被害総額は６４億９００万円（前年度比４億６，５００万円増）と 

     エゾシカ問題はますます深刻化しており、全道的に農林業被害が増加するなど依然として予断を許さない状況にある。 

このような中にあって、財団森林も樹皮食いの危険にさらされている状況に変わりはないが、財団森林内に集まる  

エゾシカの数はこれまでの囲いワナによる捕獲の成果からか明らかに減少してきており、囲いワナや給餌、ネット巻き

によって、被害も最小限に抑えることができてきている。 
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このため、平成２４年度も、前年度同様「ビートパルプの給餌」、「囲いワナによる捕獲」、「樹皮防護ネット巻

き」といった森林被害防止対策を継続して実施した。また、これらの対策とあわせて、エゾシカの生息状況や給餌事業

の効果などについて、大学や研究機関と連携して調査を実施した。加えて、ボランティアによる樹皮防護ネット巻き活

動の支援を行った。 

また、環境省北海道地方環境事務所より「平成 24 年度 阿寒国立公園エゾシカ捕獲及び捕獲手法検討業務」を受託し囲

いワナ１基の設置・捕獲を実施した。 

事 業 費                  １１，４７５，９２９円（予算額１１，０００，０００円） 

         （請負等先：(有)前田一歩園林業） 

事 業 概 要   

  ・撤去事業 

    平成２３年度に設置した５箇所の囲いワナの撤去 

  ・給餌事業 

給餌場２５箇所の給餌 

（平成 24 年 4 月 2 日から平成 24 年 4 月 23 日、平成 24 年 12 月 18 日から平成 25 年 3 月 26 日まで実施） 

           餌 の 使 用 量  ビートパルプ １，５０７個（１ブロック 60kg「W35×L75×H35cm」） 

        ・囲いワナによる捕獲事業   

囲いワナ５箇所での捕獲（平成２５年１月１８日～平成２５年３月２６日まで実施） 

     捕 獲 回 数  ４８回 

           捕 獲 頭 数  ２４９頭（オス ４２頭  メス １０９頭 幼 ９８頭） 
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３）林道事業 

   既設の林道・作業道の補修・改良（延長６，５００ｍ）を実施した。 

        事 業 費                  １３，０６５，０００円（予算額１３，０００，０００円） 

         （請負等先：(有)前田一歩園林業） 

 

   ４）調査事業 

      林分構成の整備を図るため天然生林である３０９７、３１０４、３１０５林班（調査対象面積２５７ha）、および人

工林である３０８３、３０８４、３０８５林班（調査対象面積５３ｈａ）において現況調査を行った。調査の結果平成

２５年度の間伐材出材量を１，７４０㎥（内訳については表２－１に掲載）と計画した。 

        事 業 費                   １，０９５，４００円（予算額 ２，０００，０００円） 

         （請負等先：(有)前田一歩園林業） 

          調査作業実施林小班 3083-10、3084-4,5、3085-3,11、3097-1,2、3104-1,2,3,9、3105-1～5 の各林小班 

 

（表２－１） 平成２５年度間伐材出材計画内訳 

間伐の内容 出材量計画（㎥） 

人工林間伐 針葉樹 170 

人工林間伐 広葉樹 70 

天然林間伐 針葉樹 1,440 

天然林間伐 広葉樹 60 

合  計 1,740 
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５）危険木等処理 

      危険木・支障木等の処理（伐採・移動等）を実施した。 

        事 業 費                      ５６，０００円（予算額 ５００，０００円） 

         （請負先：(有)前田一歩園林業） 

 

（２）人工林保育事業 

   １）植樹祭事業 

      植樹祭（５００本植栽）に係る「苗木の購入」、「地拵え」、「下刈」を実施した。 

        事 業 費                     ２７９，０００円（予算額 ３９３，０００円） 

         （請負先：(有)前田一歩園林業） 

 

２）人工林下刈事業 

      林木の健全な成長を促進させるため、平成２０年～２３年度に植栽した人工林５．４５ha の下刈作業を実施した。 

        事 業 費                     ２１３，０００円（予算額 １８０，０００円） 

         （請負先：(有)前田一歩園林業） 

          作業実施林小班 3082-7,8,9、3083-19,20、3088-4 の各林小班 
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   ３）除間伐・枝打事業 

      植栽木の健全な成長を促進させるため、人工林５６．８７ha の除間伐、６．６２ha の枝打ち、ならびに作業路の開

設（１，５５０ｍ）を実施した。 

        事 業 費                  １０，１６４，０００円（予算額１３，２５７，０００円） 

         （請負先：(有)前田一歩園林業） 

          作業実施林小班 3085-5,6,7,9、3086-5,6、3088-18～21 の各林小班 

 

（３）天然生林改良事業 

   １）誘導造林事業 

      天然林の林分構成の充実を図るため、クロエゾマツの苗木（植栽本数２０，０００本、植栽面積２０．０２ha）の植

栽を実施した。 

        事 業 費                   ７，７４８，０００円（予算額 ７，８４０，０００円） 

         （請負先：(有)前田一歩園林業） 

          作業実施林小班 3106-1、3107-2 の各林小班 

 

   ２）誘導造林下刈事業 

      林木の健全な成長を促進させるため、平成１９年～２３年度に植栽した誘導造林地の５０．００ha の下刈作業を実施

した。 
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        事 業 費                   １，１８２，０００円（予算額 １，２５０，０００円） 

         （請負先：(有)前田一歩園林業） 

          作業実施林小班 3074-7、3082-10、3089-20、3096-26、3108-4、3112-4、3118-3 の各林小班 

 

   ３）広葉樹林改良事業 

      天然生林において林分構成の充実を図るため、過熟木、衰弱木、傷害木及びエゾシカによる食害木１６５．９０ｈａ

の整理伐、および６０４．６㎥の伐採木搬出を実施した。 

        事 業 費                  １８，２０６，６６０円（予算額２６，３４４，０００円） 

         （請負等先：(有)前田一歩園林業、釧高運輸(株)） 

          作業実施林小班 3106-1,2,3,4,5、3107-1､2､3 の各林小班 

 

（４）業務費 

  山林事業に係る「旅費交通費」、「諸謝金」、「雑費」を支出した。 

        事 業 費                     ８５１，５００円（予算額 ９５０，０００円） 

 

（５）その他業務 

視察等の受入れ 

教育機関、行政機関、各種団体からの視察要望に対応した。受入件数は３７件、人数は３９５人であった。    
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おもな視察受け入れ内容  

２４年 ４月１３日  １日  エゾシカ対策〈釧路総合振興局〉 

２４年 ４月１７日  １日  エゾシカ対策〈環境科学研究センター〉 

２４年 ６月１１日  １日  エゾシカ対策〈総務省北海道管区行政評価局〉 

２４年 ６月１９日  １日  天然林施 業〈釧路税務署〉 

２４年 ７月 ３日  １日  天然林施 業〈釧路総合振興局〉 

２４年 ７月２６日  １日  エゾシカ対策〈滝上町林政課〉 

２４年 ８月２１日  １日  天然林施 業〈ホーマック環境委員会〉 

２４年 ８月２３日  １日  エゾシカ対策〈道議会議員〉 

２４年 ８月２７日  １日  天然林施 業〈鶴雅人材育成〉 

２４年 ９月 ３日  １日  エゾシカ対策〈鶴居森林組合〉 

２４年 ９月 ６日  １日  エゾシカ対策〈ＪＩＣＡ〉 

２４年 ９月１１日  １日  天然林施 業〈東洋大学〉 

２４年 ９月１３日  １日  天然林施 業〈ＪＩＣＡ〉 

２４年 ９月１４日  １日  天然林施 業〈山形大学〉 

２４年 ９月２７日  １日  天然林施業他〈東京農業大学〉 

２４年１０月 １日  １日  天然林施業他〈帯広の森づくり協議会〉 

２４年１０月 ９日  １日  天然林施業他〈滝上町森林組合〉 

２４年１０月１１日  １日  天然林施業他〈北海道庁森林計画担当局〉 
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２４年１０月１７日  １日  天然林施業他〈日本製紙〉 

２４年１０月１９日  １日  天然林施業他〈釧路短期大学〉 

２４年１０月２３日  １日  天然林施業他〈ＪＩＣＡ〉 

  ２日  天然林施業他〈コープさっぽろ〉 

２４年１０月２６日  １日  天然林施業他〈釧路短期大学〉 

２４年１１月 ６日  １日  エゾシカ対策〈根釧西部森林管理署〉 

２４年１１月１５日  １日  天然林施業他〈岩見沢市新エネ・省エネ協議会〉 

２４年１１月３０日  １日  自然環境教育〈ＪＩＣＡ〉 

２４年１２月 ３日  １日  エゾシカ対策〈東京農業大学〉 

２４年１２月 ６日  １日  エゾシカ対策〈㈱シー・イー・サービス〉 

２４年１２月１２日  １日  エゾシカ対策〈根釧森林管理署〉 

２５年 １月 ９日  １日  エゾシカ対策〈東京農業大学〉 

２５年 ２月 ６日  １日  エゾシカ対策〈根釧西部森林管理署〉 

２５年 ２月 ７日  １日  エゾシカ対策〈釧路総合振興局林務課〉 

２５年 ２月２０日  １日  天然林施業他〈阿寒湖小学校〉 

２５年 ２月２６日  １日  エゾシカ対策〈北海道庁森林整備課〉 

２５年 ３月 ５日  １日  エゾシカ対策〈根釧西部森林管理署〉 

２５年 ３月 ８日  １日  エゾシカ対策〈環境省〉 

２５年 ３月１１日  １日  エゾシカ対策〈東京農業大学〉 
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３．土地貸付事業 

   基本財産である土地（山林、宅地等）は、全域が国立公園特別地域、保安林、鳥獣保護区に重複して、あるいは単独で指定

され、さらに阿寒湖畔の土地は、国立公園集団施設地区に指定されていることなど、公益性が強く求められている。  

   このため、土地の管理保全及び適正な利用を図り、地域の振興に資するため、前年度に引き続き、土地の貸付を行った。 

（１）土地保守・管理事業 

    財団管理地内への車両進入禁止を周知するため、看板の製作と設置を行った。 

事 業 費                     ２４０，０００円（予算額 ５００，０００円） 

 

（２）土地貸付 

    前年度に引き続き、表３－１のとおり土地の貸付を行った。 

    なお、有償貸付の新規契約件数１件は田尾八十廣氏（敷地面積 118.69 ㎡）によるものである。 

    

（表３－１） 土 地 貸 付 等 状 況 一 覧 

契約区分 
平 成 2 4 年 3 月 現 在 平 成 2 5 年 3 月 現 在 

備             考 
契約件数 貸 付 等 面 積 契約件数 貸 付 等 面 積 

有償契約 211 件 554,453 ㎡ 209 件 520,020 ㎡ 電力会社送電線敷地 41ha を含む。   

無償契約 19 件 346,115 ㎡ 19 件 346,115 ㎡ 北海道、釧路市、森林管理署、アイヌ協会他 

計 230 件 900,568 ㎡ 227 件 866,135 ㎡  
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４．温泉事業  

当財団が所有する源泉は、阿寒湖温泉のほぼ全域のホテル・旅館等に温泉を供給しており、その公益性が強く求められてい 

る。このため、源泉及び温泉供給設備の拡充整備と安定供給体制をより一層強化することを目的に、非常警報システムの運用 

や源泉間のバックアップ体制の整備等の計画的な推進と、温泉需要者との情報交換等を行う事業を継続して行った。 

（１）前田一歩園財団温泉推進連絡会議 

    温泉事業をより一層円滑に推進するため、地域の関係者と情報交換を行うとともに、専門家を講師として招き温泉に関す

る新たな情報を得た。 

        事 業 費                       ２，８５０円（予算額 ３０，０００円） 

  事 業 概 要  推進連絡会議の開催 

        実 施 日  平成２４年 ７月１０日及び、１１月 ７日 情報交換（財団会議室） 

 

（２）温泉供給施設の整備 

   １）インバーター整備事業 

      インバーターを整備し安定供給を図り、水中ポンプの運転を制御して電力費を節減し、使用量に連動した揚湯量にす

るとともに、湯量、水位、温度を計測・解析して資源状況を監視しながら総量の抑制に努めた。 

        事 業 費                   ５，２６３，０００円（予算額 ５，０００，０００円）

   事 業 概 要  河田２号源泉インバーター盤設置工事一式及び、機械収納小屋設置工事一式 

        施 工 期 間  平成２４年７月２３日～２８日 
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２）温泉ポンプの拡充事業 

      河田２号源泉の常用運転に伴い、予備の温泉用ポンプ及び揚湯管（４ｍ／本）１２本購入した。また、１２号源泉の

温泉ポンプ故障に対応するため、深井戸用の水中ポンプを購入し、温泉の安定供給の確保に努めた。 

        事 業 費                    ３，６３０，０００円（予算額 ４，７００，０００円） 

        事 業 概 要  河田２号源泉用深井戸水中ポンプ（ＳＰ３０－１３）×１台 

               １２号源泉用深井戸水中ポンプ（ＳＰ３０－５－３ＪＡ）×１台 

               揚湯管（４ｍ／本）×１２本 

 

３）温泉計量器の交換整備事業 

      故障中の温泉計量器（流量計）を交換整備し、温泉供給量を把握することにより、温泉の安定供給の確保に努めた。 

        事 業 費                      ４９０，０００円（予算額 ５００，０００円） 

        事 業 概 要  温泉計量器１０台（口径３２ｍｍ）購入 

 

   ４）温泉成分の分析事業 

      衛生上の観点や温泉利用者への信頼の確保のため、法令で定められた温泉成分の分析（１０年ごと）を４源泉にて実

施した。 

        事 業 費  （委託）               ５０６，２４８円（予算額 ６００，０００円） 

               （委託先）北海道立衛生研究所  

        事 業 概 要  分析源泉名：１１号、１５号、１６号、正次６号   以上４源泉  
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（３）阿寒湖温泉の温泉資源量評価及び温泉熱エネルギー適正利用推進事業（３年目） 

温泉資源の保護と有効利用を目的とし、阿寒湖温泉の現在の温泉資源状況を確認するため、総合的な資源量評価を３カ年 

計画で行った。今年度は最終年度であったため調査結果の確認を行うとともに、調査報告書の提出を受けた。 

        事 業 費                     ７８５，７１４円（予算額 ８３０，０００円） 

        事 業 概 要  阿寒湖温泉の温泉資源量評価に関する研究 

（地方独立行政法人北海道立総合研究機構地質研究所への委託事業） 

        実 施 日  平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日 

 

（４）源泉及び温泉供給設備の管理 

    平成２５年３月現在の当財団所有源泉数は前年度から増減なく１５本（内、稼働中１２本、非常時用予備１本、観測井２

本）である。前年度に引き続き、これら源泉及び温泉供給設備の管理保全に努めた。 

 

（５）温泉供給 

    前年度に引き続き、表４－１のとおり温泉供給を行った。 

（表４－１）温  泉  供  給  状  況  一  覧 

供給区分 
平成 24 年 3 月現在 平成 25 年 3 月現在 

備       考 
契約件数 供給本数 契約件数 供給本数 

有償供給 71 件 349 本 67 件 312 本  

無償供給 3 件 4 本 3 件 4 本  北海道（阿寒湖畔診療所）等 

自家用  3 本  3 本  暖房等財団諸施設 

計 74 件 356 本 70 件 319 本  
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５．財団設立３０周年記念事業 

設立３０年（平成２５年度）の記念事業を検討するため、ＮＰＯ阿寒観光協会まちづくり推進機構や街づくり団体、釧路市

等地域の関係者を中心メンバーとした検討会を設置し、検討を進めてきていたが、この検討内容や地域の要望を踏まえ、平成

２４年度にその一部について事業を実施するとともに、準備のための事業に着手した。 

（１）記念コンサート 

前田一歩園財団創立３０周年及び阿寒湖アイヌシアター「イコロ」オープニング記念として、世界的ヴァイオリニスト五嶋

みどりのコンサート「音楽の贈りもの from ミュージック・シェアリング」を、阿寒湖アイヌシアター運営協議会（ＮＰＯ阿寒

観光協会まちづくり推進機構、阿寒湖温泉旅館組合、アイヌ工芸協同組合）との共催で開催した。（会計区分:法人会計） 

事 業 費                   １，５１６，０００円（予算額 ２，０００，０００円） 

 

（２）「森の学校（仮称）」構想検討事業 

財団森林を活用して、自然学習、散策、森林浴、トレッキング、自然学習、森林研究等、様々な活動が展開できるように、

森林の管理や施設整備の在り方や活用を推進するための関係機関との連携の在り方等について検討するため、専門家等による

会議（３０周年記念事業検討専門委員会）を開催し、構想と具体的な整備の方針をまとめた。また、森の学校（仮称）構想に

関連し、森林を活用した教育活動の先進地であるスウェーデンとの交流を進めるために、在日スウェーデン大使等の関係者と

交流事業を実施した。（会計区分：実施事業等会計 自然普及事業 森林利活用推進事業） 
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スウェーデンとの交流事業（ラーシュ・ヴァリエスェーデン大使来湖） 

平成２４年１０月２０日（土）、２１日（日） 

３０周年記念事業検討専門委員会第１回検討会 平成２４年１０月２２日（月） （阿寒湖まりむ館） 

３０周年記念事業検討専門委員会第２回検討会 平成２４年１１月２０日（火） （財団会議室） 

３０周年記念事業検討専門委員会第３回検討会 平成２４年１２月２１日（金） （道民活動センター かでる２・７） 

   ３０周年記念事業検討専門委員会検討結果報告 平成２５年 ２月 ５日（火） （財団理事長室） 

事 業 費                   １,７８０，５６９円（予算額 １,８９５，０００円） 

 

 


